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現
代
に
息
吹
く

　

歴
史
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

郷
土
の
豊
か
な
歴
史
と
文
化
を
紹
介

　
「
こ
の
ま
ち
を
誇
り
に
思
い
、
愛

着
が
感
じ
ら
れ
る
文
化
都
市
」
の
実

現
に
向
け
、
昨
年
７
月
、
郷
土
資
料

館
「
舞
鶴
ふ
る
さ
と
発
見
館
」
は
、

機
能
強
化
を
図
る
西
総
合
会
館
の
１

階
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
同
館
は
、
貴
重
な
歴
史
・
民

俗
・
考
古
資
料
の
実
物
の
展
示
や
祭

礼
・
年
中
行
事
を
視
聴
で
き
る
映
像

端
末
の
設
置
な
ど
分
か
り
や
す
い
展

示
に
努
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
市
外
か
ら
の
来
訪
者
へ
も
舞
鶴

市
が
誇
る
豊
か
な
歴
史
と
文
化
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
学
習

に
も
利
用
で
き
る
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
整
備
し
、
利
用
者
に
配
慮
し
た
空

間
を
創
出
。
今
後
も
先
人
た
ち
が
築

き
上
げ
て
き
た
生
活
の
痕
跡
を
大
切

な
文
化
財
と
し
て
次
世
代
へ
引
き
継

い
で
い
き
ま
す
。

文
化
財
を
地
域
の
宝
、
誇
り
と
し
て

育
む
た
め
に

　

市
で
は
、
市
民
文
化
の
向
上
、
文

化
の
進
歩
に
貢
献
す
る
た
め
、
舞
鶴

市
に
と
っ
て
重
要
な
文
化
財
を
保

存
・
活
用
す
る
保
護
制
度
を
、
国
や

府
が
実
施
す
る
制
度
と
併
せ
て
定
め

て
い
ま
す
。
本
市
の
有
形
・
無
形
の

文
化
財
を
市
が
指
定
す
る
こ
と
で
、

文
化
財
所
有
者
の
義
務
や
責
任
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
多
額
の
経
費

を
要
す
る
管
理
や
修
理
に
は
、
所
有

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

舞
鶴
市
指
定
文
化
財
の
件
数
は
、

建
造
物
や
絵
画
な
ど
の
美
術
工
芸

品
、
民
俗
文
化
財
、
天
然
記
念
物
な

ど
１
０
８
件
（
平
成
28
年
4
月
1
日

現
在
）。
本
年
２
月
28
日
に
は
、
明

倫
小
学
校
正
門
・
舞
鶴
幼
稚
園
資
料
・

朝
代
神
社
祭
礼
平
野
屋
太
神
楽
関
係

用
具
の
3
件
を
新
た
に
指
定
し
ま
し

た
。
本
市
に
は
、
国
指
定
・
登
録
文

化
財
38
件
と
府
指
定
・
登
録
文
化
財

40
件
と
併
せ
、
市
全
域
に
多
く
の
文

化
財
が
点
在
し
て
お
り
、
か
け
が
え

の
な
い
こ
れ
ら
文
化
財
を
全
市
民
の

財
産
と
し
て
保
護
し
て
い
ま
す
。

引
き
揚
げ
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
史
実

を
世
界
へ
、
未
来
へ

　

引
揚
記
念
館
は
、
平
成
27
年
９
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
同

年
10
月
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産

の
登
録
も
相
ま
っ
て
、
平
成
27
年
度

に
は
入
館
者
が
約
13
万
２
千
人
と
、

市
直
営
と
な
っ
た
平
成
24
年
度
の
約

６
万
９
千
人
か
ら
約
２
倍
に
増
加
。

ま
た
、
昭
和
63
年
の
開
館
以
来
の
通

算
入
館
者
数
が
、
平
成
28
年
10
月
に

は
４
０
０
万
人
を
超
え
た
と
こ
ろ
で

す
。
引
き
続
き
、
若
い
世
代
も
当
時

の
過
酷
な
労
苦
を
実
感
で
き
る
空
間

展
示
ス
ペ
ー
ス
「
抑
留
生
活
体
験
室
」

の
整
備
や
約
１
，
３
０
０
点
の
所
蔵

絵
画
を
活
用
す
る
「
企
画
（
絵
画
）

展
示
室
」
と
「
収
蔵
庫
」
を
増
築
す

る
２
期
工
事
の
着
手
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
史
実
の
継
承
事
業
と
し
て
、

平
成
31
年
度
に
京
都
市
で
開
催
予
定

の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
博
物
館
会
議
）

の
分
科
会
（
国
際
委
員
会
）
な
ど
の

関
連
事
業
や
平
和
学
習
と
し
て
全
国

か
ら
教
育
旅
行
の
誘
致
活
動
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
引
き
揚
げ
と

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
史
実
を
世
界
、
そ

し
て
未
来
へ
と
継
承
す
る
国
際
的
・

学
術
的
な
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

引
揚
記
念
館
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

　
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
」
登

録
1
周
年
を
記
念
し
た
記
憶
遺
産

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

で
昨
年
10
月
に
開
催
。
小
・
中
学
生
、

高
校
生
ら
が
合
唱
や
紙
芝
居
を
上
演

す
る
な
ど
市
民
ら
約
３
３
０
人
が
参

加
し
、
引
き
揚
げ
の
歴
史
を
後
世
へ

伝
え
る
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
引
揚
記
念
館
全
国
巡
回
展

「
引
き
揚
げ
の
記
憶
と
平
和
へ
の
願

い
を
世
界
へ
！
未
来
へ
！
」
を
本
市

と
同
じ
旧
引
揚
港
で
あ
る
横
須
賀
市

と
呉
市
で
開
催
。
3
月
18
日
㈯
か
ら

は
、
佐
世
保
市
で
も
開
催
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
国
際
的
な
文
化
交
流

や
発
展
に
向
け
、
海
外
で
の
資
料
調

査
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

今
後
も
引
き
揚
げ
事
業
に
携
わ
っ
た

ま
ち
の
使
命
と
し
て
恒
久
平
和
の
願

い
を
広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
（
11

㌻
に
関
連
記
事
）。

歴
史
文
化
基
本
構
想
の
策
定

　

海
と
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て
古
代

か
ら
発
展
し
て
き
た
舞
鶴
市
。
田
辺

城
や
西
地
区
の
城
下
町
の
ま
ち
並
み

を
は
じ
め
、
海
軍
鎮
守
府
開
庁
に
伴

い
整
備
さ
れ
た
赤
れ
ん
が
倉
庫
群
や

造
船
・
水
道
・
鉄
道
な
ど
の
近
代
イ

ン
フ
ラ
遺
産
が
今
も
残
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
吉
原
の
太
刀
振
や
城
屋

の
揚
松
明
、
小
橋
の
精
霊
船
行
事
な

引
き
揚
げ
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
史
実

を
世
界
へ
、
未
来
へ

▲第２期整備工事の抑留生活体験室のイメージ

▲新たに市の文化財に指定された「明倫小学校正門」▲旧軍港四市（横須賀・呉・佐世保・舞鶴）で連携

　

市
で
は
、「
ふ
る
さ
と
舞
鶴
」
が
有
す
る
歴
史
文
化
遺
産
を
、
地
域
の
タ
カ
ラ
モ
ノ
と
し
て
育
み
、
市
民
が
誇
り
を
感
じ
る
心
豊
か
な
社
会

を
形
成
す
る
た
め
、
歴
史
・
文
化
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
市
政
の
「
今
」。
第
40
回
は
、
先
人
た
ち
が

守
り
伝
え
て
き
た
貴
重
な
歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
・
継
承
と
新
た
な
活
用
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

文
化
財
を
「
地
域
の
宝
・
誇
り
」

と
し
て
育
む
た
め
に

ど
の
特
色
あ
る
祭
礼
芸
能
や
伝
統
行

事
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
誇
る
べ
き
歴
史

文
化
遺
産
を
総
合
的
に
保
存
・
活
用

し
、
こ
れ
ら
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、「
舞
鶴
市
歴

史
文
化
基
本
構
想
」
を
策
定
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。「
歴
史

文
化
の
魅
力
を
探
り
、
学
び
、
活
か

し
、
引
き
継
ぐ
」
を
基
本
理
念
と
し

た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
「
舞
鶴
モ
デ
ル
」
を
創
造
し
て
い

き
ま
す
。

日
本
遺
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　

旧
軍
港
四
市
で
申
請
し
た
「
日
本

近
代
化
の
躍
動
を
体
感
で
き
る
歴
史

ス
ト
ー
リ
ー　

横
須
賀
・
呉
・
佐
世

保
・
舞
鶴
」
が
昨
年
４
月
に
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
旧
軍
港
四
市
」
と
い
う
全

国
唯
一
の
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
、
日

本
遺
産
構
成
文
化
財
の
さ
ら
な
る
魅

力
の
発
信
に
四
市
が
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
認
定
か
ら
２
年
目

を
迎
え
る
平
成
29
年
度
は
、
四
市
が

共
同
し
て
設
立
し
た
旧
軍
港
市
日
本

遺
産
活
用
推
進
協
議
会
が
中
心
と
な

り
、「
連
携
交
流
・
人
材
育
成
」
を
テ
ー

マ
に
、
観
光
ガ
イ
ド
の
交
流
や
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施
な
ど
、
四
市
が

連
携
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を

実
施
予
定
。
ま
た
、
構
成
文
化
財
に

施
設
概
要
を
付
し
た
四
市
統
一
デ
ザ

イ
ン
の
案
内
標
識
（
公
共
サ
イ
ン
）

な
ど
の
設
置
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

▲世界記憶遺産登録1周年記念フォーラムを開催（昨年10月15日）

▲舞鶴市歴史文化基本構想による新たなまちづくりの指針

自
然

交
流

歴
史

舞鶴モデル

歴史文化遺産を
未来に引き継ぐ

祭礼
行事

食
文化

学ぶ

活かす

探る
◆歴史文化遺産の
　探索発見

◆価値魅力の確認

◆外部発信
◆市民組織の発足

引き継ぐ
◆保存・活用
◆愛着醸成
◆賑わいづくり

▲リニューアルした郷土資料館「舞鶴ふるさと発見館」

▲引揚記念館の入館者が400万人を達成（昨年10月13日）
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引揚記念館　入館者数の推移 平成29年1月末現在

入館100万人
 達成（H6）

入館200万人
 達成（H12）

入館300万人
 達成（H19）

入館400万人
 達成（H28）

150,121人

201,218人

164,123人

109,285人

80,232人
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